










払われてきたといえる｡志賀重昂 r日本風景副 (1884)や､和辻哲郎 r風土-人間学的考案.｣ (1935､
以下,r風土j)といった古典的著作群に対する言及 ･批評はもちろん､地理学専攻の研究者自身によ
る風土にJ狗する著作も継続的に出版されているQ例を挙げれば､｢風土産業｣で知られる三洋 (1979a,














































1929(昭和4)年には､東京府立第五中学校 (現 東京都立小石川高校)に入学する｡- 二年次
に成田富英に日本地誌を､川合重大郎 (後の滋賀大学教授)に地理学通論の諦発を受け､地理学を研
究する意志を持つ (千乗2006 227)｡また､この頃の賢い出として､千乗は民俗学との出会いも記し








中学を卒業すると､東京師範学校 (現 ･筑波大学)の地理 ･歴史科に進学する (1935年)｡今村学















































るが､病床に伏してまで軌範を続け､最終的には683点もの著作 (著at 論文 報告智等)を残 し























めに (古典的な立地論なと)､^間活動に作用する非合理的な人間心理 (希望や誤解 幻想等)の影
響を考慮できないという問題がある｡それに対して､民俗学には､(1)人間に内在する心理を人間
活動の原動力と着徹す､(1L)類似する事象の全国規模における蒐張と比較によって､単一的な事象














に対する貢献を説く点である (千葉 1988〔1979〕 99など)｡これは､｢私たちは学問が賛用の僕とな
ることを恥としてゐない｣とし (柳E 1970〔1935〕 326-327)､学問放世を説いた柳田の直接的な影
響とみられる｡事実､掛 j:柳田を ｢その志が､現在のこの世の中を少しでも明るく暮らし易いものに
向かわせよう､そういう方法を求めるようとするところにあった｣(千葉 1988〔1983〕all)と許し
自らの学問も ｢なるべく師の望んだものに近づきたい｣と述べている (千葉 1988 序言)｡
ること､つまり言語地理学のようなもの｣としてしか捉えていなかった (千葉1963 68).
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形される ｢個/Vの事象としての非合理性を超越する合理的存在｣としている (千葉 1966 24.28)0
すなわち､民俗は地域社会におけるさまざまな出来事や営為の集合 蓄積において､なかば如意EgI的
に作り出される主体的かつ実践的な現実そのものであり､その果たす作用もほとんど無音誠的である




























政治体制 ･謹済絶縁 社会通念 技術などの諸分野｣)を支える基盤.千葉の言葉を引けば民俗の ｢基
礎構造｣｢成立母体｣だとしている (千葉 1966 3438)｡
しかしながら､地域の視点から民俗 民俗事象を頼う場合､千第の見解にはショレ-の説と異なる
点がいくつか存在している｡第-に､ショレーが地域の構造の上に成立すると考えた人口状態を地域




















る卓 (千棄 1966 90)､民俗が実践的 ･体得的な旧式の教育方法を通じて伝承されると看倣している
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葉 1966 28)｡結果､民俗や民俗事象を ｢歴史が生んだ文化の残りかすのようなもの｣､｢社会の生産
的側面に寄与することができない｣ものと理解する風潮が生じた (千葉 1966 46)｡
千葉は､上記二つの傾向を踏まえたうえで,民俗 民俗事象を地域の立場から研究するためには､







































方で,経済活動 (生産活動)の必要性から自らを組織化 し､地域の自然的要素を統合 分離 再配置
して､人間化された環境を自らの活動に適するように形成する｡
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文化的社会的印象｣が檎象されたとして同意していない (千葉 1988b 序言)｡
第三の関越は､上記二つの問題と関連して､｢単に思いつきや現象を列挙したエッセイ｣に類する





















間が主体的 ･実践的な人間関係 (｢間柄｣)を形成する過程で､間主観 (価)的に見出されるに過ぎな















































































的な営力として､ 構成員たちが抱 く外界の諸条件 (自然環境等)に対する認識を (自然科学的な認識
を基準として)撫意識的にゆがめることもあれば､彼/彼女らが行う行為を (客観的 理性的にみれ
ば)非合理な方向へ導 くこともある (0)O他方､広義の風土とは､かかる狭義の風土に､彼/彼女
























気象条件､植生の型｣を挙げている箇所がみられる (千葉 1988〔1980〕 60)｡つまり,一般的な風
土枚であるとともに､千葉が自身の風土概念としては否定した ｢自然環境としての気候 地形 土壌



















哩 (物理)学的 文化 (歴史)的な複合身体と凍えるところに千葉の独自性が認められる｡
219
千葉漕闇｢科学的風土論｣の再検討 高野 宏








ていた｣ために､｢藤 川 水はほぼこの生命あるものに類似した変化を示す点で､ 生命が純化し





























































E≡ ≡ヨ 実践的側面 - 実践的プロセス
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